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1. はじめに 
私は都内私立学校の数学科教員であるが, 約 3 年間のドイツ滞在における Gymnasium 
(ギムナジウム)通学生活で, 自由な発想と自己責任において「自主性を育む」教育を目の
当たりにした。ギムナジウムは, 日本の学年で言うと, 小学校 5 年生から高校 3 年生の生
徒が通う学校のことで, 基本的に大学進学を前提としている学校である。私は, 
Niedersachsen (ニーダーザクセン州) にある Clausthal-Zellerfeld (クラウスタール・
ツェラーフェルド) という町にあるギムナジウムに, 「生徒」として通学する傍ら, 授業
内容によっては「教員」として教壇に立った(図 1)。「生徒」と「教員」双方の立場で, 登




なお, ドイツは 16 州で構成される連邦制国家であるため, 州によって教育行政が異な
る。そのため, 州によって教育理念や指針も異なる。本論文は, クラウスタール・ツェラ

















来るように英語で説明する力が求められる。*2 発表内容の選択は自由であり, ポスターの 
作り方も自由であるが, それと同時に, 見やすいポスターを作成した上でしっかり説明す
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 る責任も問われる。クラスメイトに理解してもらえるかどうかは, 自己責任となる。 
 
             





コンディションで授業に臨むという考え方であり, 個々の自由を尊重している。図 4 のよ
うに, 机上に 1.5L のペットボトルを置いて授業を受け, 中央の生徒はペットボトルを盾
にして携帯電話をいじっている。もちろんネット検索をしようとゲームをしようと自由で
あり, 日本の様に没収することはない。ただし, 飲食は自由だが, 飲食中に授業内容を聞
き逃したらそれは自己責任となる。また, 授業に参加する姿勢も自由であり, 床に座りな
がら先生の話を聞いたり, 机に座りながら発言したり, いずれも特に問題ない。 
 
3. 帰国後の数学の受業 
帰国後, 私の数学の授業において, 先述のような, ドイツの「個々の自由な発想が最大
限尊重されることによって自主性を育む」授業に挑戦した。 










まず, 表 1 に勤務校と実施クラスの状況を示す。学力が決して高いわけでなく, 中には分
数の引き算が難しいと感じる生徒もいた。計算力や基礎知識は決して高くはないが, 何で
も挑戦してやり甲斐を感じることが出来る前向きなクラスであった。また, ひとり 1 台, 
自分専用の iPad を持っているクラスで, プレゼンテーションのスライド作成も遊び感覚
で楽しみながら取り組めるクラスであった。 
42
              
図 3. 発表用ポスター   図 4. 1.5L のジュースを置いてノートをとる 10 年生  
 
次に, 表 2 に本オリジナルアンサーのテーマとルールを示す。自由な発想を引き出すに
は, 教員が課すルールもなるべく最小限に留め, 裁量の範囲を広げることが第一歩と考え
る。クラスメイトがしっかり理解出来るような内容であることを重視すれば, 発表時間が

















表 1. 勤務校と実施クラスの様子 
項目 実情 
学校 都内私立女子校で生徒数 約 650 人の中規模校 
レベル 偏差値は 42 前後と決して高くないが, 基礎から振り返るとやる気を持って取り
組む生徒が多い 
実施クラス 高校 1 年生 (28 人)のクラスで, ひとり 1 台 iPad を持っている。うまく雰囲気
を作ると何でも率先して挑戦できる明るいクラス。 




 表 2. オリジナルアンサーのテーマとルール 
テーマ 「日本のどこにいても姫路城が見えるようにするには,  
天守閣を何メートルの高さにすれば良いか。」 
制限時間 なし 
発表形式 Power Point, Keynote, 紙芝居 
人数 グループを作っても良い, 個人でも良い 
発表言語 日本語, 英語 























             表 3. 私が避けた主な発言 



















































1. 紋切型の否定→ 「教員」という立場を使った, 論理なしの否定的な発言であり, 生徒
の自主性を育む場においては効果を発揮しない。 





授業の前後の休み時間も iPad で調べ事をして作業に取り組む様子が見られ, 遊びと勉








待できると考え, 生徒の校庭使用を許可した。その成果として, 例えば, 「せっかく発表
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図 5. 校庭で縮尺を利用して姫路城までの距離と高さを再現(左) 
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